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神奈川異グ連の活動状況を伝える機関紙 ＜第７５号＞  

かながわ異グ連ニュース 

全国航空宇宙フォーラム            芝 忠 

１１月 27～29 日まで、ポートメッセ名古屋で開催された航空宇宙産業技術展 2008 に併せて 11 月

28 日、同交流センターで「全国航空宇宙フォーラム」が開かれ、まんてんプロジェクトなど全国各地

の中小企業グループが多数参会しました。北海道・秋田・栃木・新潟・東京・神奈川・浜松・長野飯

田・諏訪・名古屋・広島・山口・九州の関係コンソーシアム(産学連携の航空宇宙グループ)や経済産業

局・行政機関・中小企業支援機関・科学技術振興機関・航空宇宙業界等です。 

50 人の会場が満杯となり、関心の高さを裏付けました。瀧澤呼びかけ人代表と千田司会者により、

全国ネットワークの必要性について開催主旨が述べられました。 

参加者の自己紹介を兼ねた発言を整理すると、 

① 航空宇宙予算増加や国産機に対応する政策的環境整備が重要だ、 

② 小企業の技術力・営業力の向上が必要、 

③ グループの「連携」が必要、それには交流により相互の役割の理解が重要、 

④  地域のものづくり支援のための自治体の支援が重要、 

⑤、航空宇宙関連学科を持つ大学が増えているが、研究テーマの設定など中小企業の現場との交流・

連携の要望が強い、 

⑥、全国ネットワークの課題の一つとして海外営業、海外提携がある、 

⑦、このフォーラムを地域持ち回りで、適宜開催して情報交換の“場”としてはいかがか、 

という提案がありました。 

そこで若干の質疑の結果主催者側から、フォーラムの開催を支援する「連絡協議会」をつくろうと

いうまとめを提案して散会となりました。時間が少なく、議論が十分煮詰まらず、果たして「まとめ」

のとおり動くのかが少々疑問に残りました。関係者のご苦労には感謝しつつ、11 月の横浜のセミナ

ーで事前討論をしておけば良かったと悔やまれます。 

しかし形としては航空宇宙関連の中小企業を主体としたコンソーシアムグループが日本で一同に会

して、新たな一歩を記したということは、海外から見ても重要な画期となりましょう。 

訂正のお詫び：前７４号“戸塚の街あれこれ”で、東海道の戸塚宿は、山の中でまちとして発達していなかったため 

第１次の宿場町（37宿）では指定されず、第 2次(57宿)で指定されました。とお伝えしましたが、第

2次は５７宿ではなく、５３宿の間違いでした。お詫びいたします。 

産 学 官 交 流 サ ロ ン の コ ー ナ ー 

おなじみ尾上町サロン 

日時：第一・三金曜日（１２月１９日、Ｈ２１年０１月０９日、２３日）１７：１５～  

12月 18日に忘年会を開催しますが、翌 19日（金）尾上町サロンも開いておりますのでお寄りください。 

会場：神奈川中小企業センター5階異グ連事務所       会費：1000円（現物も大歓迎） 

連絡問合：神奈川異グ連事務局 芝、島津龍男、八幡、鈴木 ０４５－６３３－５１４２  

忘年会だよ～！        神奈川異グ連・忘年集会             異グ連議長 

 年の瀬を迎え、皆様方何かとご多忙のことと存じます。今年は世界的な大恐慌とかで、経営に一層の気 

配りのことと推察申し上げます。ここで一堂に会しての情報交流の場を設け、望ましい年明けを迎える 

知恵を大いに発揮しようではありませんか！！ 

日時：１２月１８日（木）１４：００～１７：００  人数確定のためお早めにお申し込みください！ 

場所：横浜中華街「菜香新館」  参加費：５，０００円 

申込み・問合せ：神奈川異グ連事務局 TEL 045-633-5142 芝、八幡、他事務局員へ 

発行：神奈川県異業種グループ連絡会議専務理事(事務局長) 芝 忠 

〒231-0015横浜市中区尾上町 5-80 神奈川中小企業センター５Ｆ 

TEL０４５－６３３－５１４２ FAX０４５－６３３－５１９４ 

Email:iguren@kanagawa-iguren.com  

http://www.kanagawa-iguren.com 
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第 30回三浦半島経済人サロンの開催案内 

日 時：２００９年１月２７日（火）18:00～20:30 

場 所：神奈川新聞社横須賀支社 ５Ｆ会議室 

話 題：「神奈川の今」  

神奈川新聞社 東京支社長  三好 秀人氏 

参加費：1000円（ビール、おつまみ付） 

事務局：八幡 045-633-5142、鶴野 045-836-6785 

第 18回西湘サロンの開催案内 

日 時：２００９年 1月 1９日（月）18:00～20:30 

場 所：あいおい損保小田原支社(瀬戸ビル)３F  

話 題：サロン開設 3周年記念シリーズ第一弾 

   「文化観光交流とまちづくり」 

東海大学工学部建築学科教授 杉本洋文氏 

参加費：1000円（ビール、おつまみ付） 

申 込：島津俊、吉池、芝 tel 045-633-5142 

第 30回新産学公交流サロン（よこはま） 

日 時：２００９年１月２１日（水）18:00～20:30 

場 所：神奈川中小企業センタービル ５階   話 題： 未定 

参加費：1000円（ビール、おつまみ付）    事務局：織方,岡田、杉本 芝 045-633-5142 

第２５回（１２月４日）かわさき経済人サロンの報告       小野川ＢＣ 

 川崎のユニークな元気企業である㈱メジャーテックツルミの横須賀健治社長をお迎えし、「計量を通して

人と地球を考える」と題して、ご自身の生き様や、信条についてお話しいただきました。 

“はかり”とは「重力をいかに正しくセンサーに伝えるか」であり、生産工程や試験設備に組み込まれた

“はかり”の精度や信頼性が、システムの信頼性につながる。そのノウハウはお客様との直接のコンタクト

であり、“Learning by Doing”をモットーにしている。 

また信条の一つである「最も手のかかる青年をいとおしく思えるか」は社員育成の基本中の基本であろう。 

 計量協会（常任理事）や中小企業家同友会（労働委員長）などの重責もはたされ、さらに 2005 年スター

トの中期経営計画の達成年を来年に控えて、ますます元気な横須賀社長に会場から多くの質問が飛びかい、

大いに盛り上がりました。 

 

かながわ異グ連の会員グループやプロジェクトの状況 

未来工業株式会社・視察研修会報告       有村ＢＣ（シフト２１） 

シフト２１は、１１月１６日・１７日に未来工業株式会社（岐阜県）への視察研修会を開催しました。未来工

業株式会社は主に電設資材を製造しているメーカーで、ユニークな経営手法によりマスコミにもたびたび登場

しています。 

就業時間は 8：30～16：45と短く、残業なしのうえに年間休日 140日以上というなんともうらやましい企業

です。それを実現しているのは、従業員満足（ＥＳ）が基本という考え方です。社員を感動させる（ＥＳ）→

定着率向上→会社への忠誠心→お客様を感動させる行動・仕事（ＣＳ）→売上拡大→社員を感動させる、とい

うように上手にサイクルが回っているのです。 

 例えば提案制度もその一つです。提案に対してはどんなものにも必ず 500 円を支払います。あとは質によっ

てランク付けをしていくそうです。だから年間 200件を超える提案を出す人が 200人以上もいるそう。（社員は

約 700人）。そこまで行くと、量が質を生むことがあり、会社に大きく貢献する改善提案も出て来るそうです。 

社員達が企画・実行している５年に一度の海外旅行は、マスコミにいつも大きく取り上げられるような独創

的な企画で行なわれます。その広報効果だけでも海外旅行代を会社が負担する元はとれるといいます。マスコ

ミに会社が紹介されることで社員のモチベーションもグンとあがるといいます。 

予算があるから、儲かっているからＥＳができるのではなく、ＥＳがあるから会社が儲かるという性善説が根

底に流れています。ＥＳという言葉は簡単に使えますが、いかに具体化し、経営の隅々まで徹底できるかどう

かがポイントだと感じます。また一見非効率にも見える仕組みの中に、大変合理的な考え方があるのです。 

見学後も皆で話合いながら、気づきを共有できることも異業種交流グループのメリットです。これ以外に、街

並みを活かした地域おこしの先進事例として日本大正村、昔ながらの蔵が残る八丁味噌の工場見学と、充実し

た 2日間でした。 
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シフト 21定例会        有村ＢＣ 

12月定例会（12月 9日）は会員の（有）ハヤカワ・テクノブレーン代表取締役 早川成昭氏に「室内環境が

健康に与えている実態と対策～ビル・工場における健康配慮～」と題して、シックハウス症候群、化学物質過

敏症、電磁波障害、有機リン系殺虫剤による健康障害を実務者の視点からお話いただきました。 

1月定例会は１月 13日（火）18時 30分～、「大人の冒険」という旅行好きシニア向けのフリーマガジンを企

画編集している㈱エスイーディーの白浜範行氏に「フリーマガジン誌の動向（仮）」と題してお話いただきます。 

シフト２１は経営変革を目指す企業と人の交流を図るグループとして、業種や業態を問わない幅広い交流を目

的に定例会を開催しております。（原則第二火曜日開催） ゲストの皆様の参加を歓迎しております（初回参加

は無料）。お問合せは有村までお願いいたします。(arimura-c@nifty.com)  

                 まんてんプロジェクトの状況             千田ＢＣ        

●１１月２７～２９日に名古屋ポートメッセで開催された「航空宇宙産業展２００８」（日刊工業新聞社主催）

は、我が国で初めて開催された航空宇宙産業参入の為の展示会であるが、まんてんプロジェクトはこの展示会

に協力した。その一環として特別講演会の事例報告に会員企業である川崎製作所が発表を行なったほか、大き

なスペースを使って、産総研の無人飛行機（まんてんが協力して一部の部品を製作）、及び会員各社の展示を

行なった。また、エアバス、ボーイング、 ANA,JAL エアロコンサルテイング、米国サウスカロライナ州か

らのパネラーによる「航空機産業の未来を語る」の司会進行を引き受けた。特別講演会およびパネル討論会も

３００人の会場が満員となるなど大盛況であった。 

●上記展示会の開催中の１１月２８日に、予てまんてんプロジェクトが発起し、秋田県と静岡のコンソーシアム

と共同で呼び掛け人を作って全国の地域コンソーシアムおよび、支援団体である行政等に呼び掛けた全国レベ

ルの会合を開催した。北海道から九州まで全国１１の地方から地方コンソーシアムおよび JAXA、日本航空

宇宙工業会、地方の経済産業局、広島県、東京都、新潟市などの行政組織など２１組織から５０名の参加があ

り大盛況であった。まんてんプロジェクト瀧澤会長が議長を勤め、参加者の自己紹介のあと活発な討論意見交

換があった。まんてんプロジェクトからの提案どおり、この会を「全国航空宇宙連絡協議会」と言う正式名

称とし、今後継続して開催することが決定した。次回会合については、開催の事務局及び時期、テーマなど、

各組織の代表と相談して進めることとなった。 

●（財）静岡経済研究所は、月間の報告誌「SERI マンスリー」にて「航空機産業に挑む中小企業」と言う特集

記事を掲載し、まんてんプロジェクトの活動が報告された。 

日韓ビジネス協議会第９２回定例会          高橋導徳ＢＣ 

日時：１月２１日(水）１５：００～１７：００  １７：１５より懇親会を予定しています。 

場所：神奈川中小企業センタービル５階会議室 

かながわ異業種交流センター（異業種グループ連絡会議） ＴＥＬ：０４５－６３３－５１４２  

内容：未定ですが、日本企業、韓国企業の紹介及び、世界同時不況に揺れる東南アジアの状況など、を取り上

げようと準備しています。期待ください。 

関心ある企業の参加者を歓迎致します。 

申込先：TEL＆FAX：０４５－３１１－００９４ 高橋迄MAIL： mtakahas@tb3.so-net.ne.jp 

＜韓国での異業種国際交流会＞報告 １１月の定例会は韓国・京畿道との異業種国際交流会があり休会にしました。 

１１月１３日（水）、工場見学を２社と、異業種国際交流会 

１、トクイル産業（株）    従業員：１３０名、 売上：約２５０億ウォン（約１７億円） 

金型製作から自動車用の各種スイッチ・コネクター・ハウジング類などを製作して関連自動車会社に納入  

している。工場内は非常に整理、整頓が行き届いており、きれいな感じを受けた。１９９３年の創業で、当

初３人で金型製作からはじまり、ここまで成長したのはこの頃、韓国の自動車産業が急激に国内販売を積極

的に開始した時期でタイミングが良かったこともでもある。 

品質には非常に力を入れており、今年は不良率ゼロを目標にしている。 

２、㈱ハンソン I.P.M       従業員：７０名、売上：約１５０億ウォン 

   精密金型の製作から自動車用の電装品、部品、リレー・マイクロスイッチなどを製作して関連会社に納  

めている。特に複合金型（一度に２～３の工程プレス）技術があることが注目された。大型のプレスで騒 

音が大きく女性が耳栓をして作業をしていた。特に外国の女性が大勢働いているのが目についた。 

mailto:mtakahas@tb3.so-net.ne.jp
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３．韓国・京畿道との異業種国際交流会  午後１６：００～１９：３５ 

  場所：IBIS アンバサダー水原ホテル３階 

  次第：・・・司会 文事務局長 

     ・京畿中小企業異業種交流連合会 チャン会長挨拶  

     ・神奈川県異業種グループ連絡会議 南出議長代行 瀧澤理事挨拶 

     ・中小企業振興公団京畿地域本部 ホン本部長挨拶 

     ・京畿道側  異業種交流の現状 ムン事務局長 

     ・神奈川側  同上       芝専務理事 

     ・京畿道側  企業PR  （株）ナノレックス 李代表理事  

     交流：商談会は６テーブル（グループ）に分れて開催された。 

４、NO６グループの状況：筆者（高橋）は日本からの参加企業の方とＮＯ６グループに参加した。 

  参加企業 （株）デェフゥン 李代表理事、東西石油工業（株） 慮代表理事 

       ミレ会計法人   文代表理事、浩一ル精工（株）  羅代表理事 

       神奈川側 ： 成田、芝、瀧澤、児玉、西村夫人、坂井、栢原、高橋 

    女性に人気のある紙袋・紙箱の製作会社（株）デェフゥンの黄課長がパソコンで会社説明、製品説明をさ  

れた。この会社は２年前に工場見学をした会社である。 

   当社は世界の会社から依頼を受けており、日本では資生堂などをはじめ数社から依頼されている。各種サン 

プルを持参したのでいろいろなデザイン の製品を見る楽しさあった。時間的に他の会社は簡単な紹介に終 

わった。 

５、晩餐会・・・挨拶乾杯  京畿道側：慮名誉会長  神奈川側：高橋 

        記念品交換式、晩餐・・・洋式、閉会挨拶・・・羅国際委員長  

 スターリングエンジン情報         八幡異グ連常務理事 

 日本スターリングエンジン普及協会は、ＮＰＯ法人申請を行い、１０月２７日認可された。これを記念して

「いよいよ動き出すスターリングエンジンビジネス」と銘打って、第２回スターリングエンジン講演会を２８

日に開催した。ＮＨＫが取材し、１１月１５日の「おはよう日本」で放映され、一般には聞きなれないスター

リングエンジンの啓蒙になった。各方面からの反響が多く、第一段階としてまずまずの成果を上げたと喜んで

いる。今後、協会独自のスターリングエンジンを開発し、普及に拍車をかけたいと思っている。 

関連イベント等のおしらせ 

補助金セミナー ＳＢＩＲ説明会(無料) 

中小企業技術革新(SBIR)説明会を開催します。 

日時：H２１年０２月２５日（水）13:30～16:30 

会場：６Ｆ大会議室 

内容：①公的資金活用企業の体験談 

    ②ＳＢＩＲ制度概要、最新情報 

    ③応募のポイント など 

主催：(社)日本技術士会神奈川県技術士会 

申込み：同上 tel045-210-0337 fax045-210-0338 

野毛まちなかキャンパス 

～横浜・野毛の商いと文化～ 

 新しい野毛をつくろうとしている人たちが講師とな

って開催しています。（1,000円／1講座） 

・Ｈ２０年１２月１７日（水）17:30～19:00 

「野毛の町と大衆芸能」  成田山横浜別院 

・Ｈ２１年０１月１４日（水）17:30～19:00 

  「野毛大道芸ワークショップ」横浜にぎわい座 

・Ｈ２１年０１月１８日（日）17:30～21:00 

  「野毛のもてなしと名物体験」柳通り・村田家 

主催：野毛町づくり会、横浜商科大学 

チャレンジして失敗を恐れるよりも、何もしないことを恐れろ！ 本田宗一郎 

神奈川県異業種グループ連絡会議 交流アドバイザーが詰めております、気軽にご連絡ご相談ください（無料） 

【月】 魚崎 誠也 村上 嘉男  【火】 八幡 敬和 児玉 英二  【水】 芝 忠  杉本 明子    

【木】 八幡 敬和 松井 利夫  【金】 島津龍男 芝 忠 織方盛男  【土、日、祭日】は休業です。 

〒231-0015横浜市中区尾上町 5-80神奈川中小企業センタービル５階    

神奈川県異業種グループ連絡会議事務局 TEL 045-633-5142 FAX 045-633-5194  

URL：http://www.kanagawa-iguren.com   e-Mail：iguren@kanagawa-iguren.com 

皆様からのご投稿をお願いいたします。（会報編集担当）mail t-onogawa@pro.odn.ne.jp小野川へお送りください。 

神奈川異グ連への連絡問合せは、上記事務局当番者 tel 045-633-5142  fax 045-633-5194 へどうぞ！ 

http://www.kanagawa-iguren.com/
mailto:iguren@kanagawa-iguren.com
mailto:t-onogawa@pro.odn.ne.jp

